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会
長

土
屋
公
司

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
御
座
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
員
皆
様
方
に
格

別
な
ご
高
配
を
賜
り
、
誠
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か

ら
既
に
３
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
社
会
、
経
済

か
ら
生
活
に
ま
で
甚
大
な
影
響

が
及
び
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の

新
た
な
行
動
様
式
を
模
索
し
な

が
ら
の
一
年
で
し
た
。

世
界
で
は
、
ソ
連
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
食
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
厳
し

い
世
情
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
国
憲
法
前
文
に
は
、

「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民

が
、
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利

を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て

他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
、

政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的

な
も
の
で
あ
り
、
自
国
の
主
権

を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係

に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務

で
あ
る
と
信
ず
る
。
日
本
国
民

は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全

力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想

と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓

ふ
。
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

（
要
点
抜
粋
）

こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
「
戦
争

は
恐
怖
と
欠
乏
の
地
獄
の
世
界

で
あ
る
。
日
本
は
平
和
主
義
及

び
国
際
協
調
主
義
の
立
場
に
立

ち
、
敗
戦
の
経
験
を
活
か
し
、

世
界
平
和
の
実
現
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
政

治
道
徳
の
法
則
と
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
し
た
プ
ー
チ
ン
大
統

領
に
、
各
国
の
意
見
を
集
約
し
、

直
接
、
撤
退
を
勧
告
し
終
戦
を

提
言
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
国

の
代
表
は
、
崇
高
な
理
念
を
持

ち
終
戦
交
渉
を
実
行
す
る
事
を

誓
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
憲
法

理
念
は
表
明
し
て
い
る
と
解
釈

し
ま
す
。

国
内
を
見
ま
す
と
、

混
沌
と
し
た
政
治
の
不
安
定
、

諸
物
価
高
に
よ
り
、
家
計
の
圧

迫
が
続
い
て
い
ま
す
。
「
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
分
野
で
は
、
今

後
、
老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
、

相
続
に
よ
り
所
有
関
係
が
複
雑

化
し
て
い
く
こ
と
、

区
分
所
有

者
が
多
様
化
・
高
齢
化
に
お
け

る
役
員
の
成
り
手
が
不
足
し
て

ゆ
く
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
建
物

の
維
持
修
繕
、
保
全
の
在
り
方
、

な
ど
の
問
題
が
顕
著
に
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る

目
的
の
一
助
と
し
て
、
「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
」
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
制

度
が
複
雑
且
つ
、
管
理
組
合
に

取
り
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
為
に
、

業
界
、
団
体
も
そ
の
普
及
に
足

踏
み
を
し
て
い
る
現
状
で
す
。

ま
た
、
区
分
所
有
法
の
改
正

に
向
け
、
法
制
審
議
会
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
の
円
滑
化

を
図
る
方
策
や
、
建
替
え
要
件

の
緩
和
、
多
数
決
に
よ
る
売
却

等
の
新
た
な
再
生
手
法
の
創
設

等
の
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

再
生
の
円
滑
化
を
図
る
方
策
、

今
後
の
災
害
の
発
生
を
見
越

し
た
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
再

生
の
円
滑
化
を
図
る
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

新
時
代
に
向
け
て
の
管
理
組
合

の
存
在
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る

一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

当
法
人
に
置
き
ま
し
て
も
、

会
員
皆
様
と
新
時
代
の
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
の
在
り
方
に
取
り
組
み
、

サ
ポ
ー
ト
出
来
る
体
制
を
取
り
、

英
知
を
結
集
し
、
日
々
研
鑽
し
、

皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
様
、

努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

本
年
も
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
国
家
百
年
の
計
、
日
本
の

未
来
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

に
あ
り
。

2
0
1
3
年
に
国
土
交
通
省

が
発
表
し
た
内
容
に
よ
る
と
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
RC
造
）

の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
平
均
68
年
で

解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数

値
は
、
物
理
的
な
寿
命
で
は
な

く
、
過
半
数
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

解
体
や
建
て
替
え
を
お
こ
な
っ

た
と
い
う
数
値
で
す
。

そ
の
要
因
は
次
の
３
点
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
耐
震
性
の
問
題

１
９
８
１
年
以
前
の
「
旧
耐
震

基
準
」
は
、
震
度
５
強
程
度
の

地
震
で
倒
壊
し
な
い
と
い
う
基

準
で
し
た
が
、
１
９
８
１
年
以

降
の
「
新
耐
震
基
準
」
は
震
度

６
強
～
７
程
度
の
揺
れ
で
も
倒

壊
し
な
い
と
い
う
基
準
に
な
り

ま
し
た
。
築
年
数
が
古
い
マ
ン

シ
ョ
ン
は
「
旧
耐
震
基
準
」
で

建
築
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
耐

震
改
修
工
事
を
お
こ
な
う
に
は

多
額
の
工
事
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
耐
震
性
を
担
保
出
来
ず
に

平
均
寿
命
の
前
で
あ
っ
て
も
解

体
し
て
建
て
替
え
の
選
択
に
及

ん
だ
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
が
新
築
の
と
き

か
ら
住
み
続
け
て
い
る
人
の
多

く
は
高
齢
者
と
な
り
、
居
住
に

支
障
を
き
た
し
て
も
新
し
い
家

を
探
す
気
力
が
な
い
と
い
う
人

は
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
マ
ン

シ
ョ
ン
の
寿
命
を
迎
え
た
と
し

て
も
そ
の
ま
ま
住
み
続
け
る
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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国
家
百
年
の
大
計
に
あ
り

マ
ン
シ
ョ
ン
も
百
年
の
計
が
必
要
な
り
、

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
挨
拶



そ
う
い
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は

管
理
体
制
も
機
能
し
て
い
な
い

こ
と
も
多
く
、
相
続
放
棄
や
、

所
有
者
不
明
に
よ
り
管
理
費
未

収
が
多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
ス

ラ
ム
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
建
物
を
壊
す
の
で
も
、
新
た

に
建
て
替
え
る
の
で
も
な
く
そ

の
価
値
を
再
生
・
向
上
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
、
「
１
０
０
年
先

ま
で
住
む
人
の
思
い
を
遺
す
資

産
継
承
を
実
現
し
、
次
の
世
代

へ
と
繋
い
で
行
く
た
め
、
管
理

の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
時
代
で

す
。

●
管
理
委
託
先
の
管
理
会
社
か

ら
、
人
件
費
、
他
設
備
管
理
費

も
値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、

現
状
の
管
理
委
託
費
で
は
、
契

約
継
続
は
難
し
い
。
値
上
げ
を

迫
ら
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

一

仕
方
が
無
い
の
で
、
値
上

げ
に
応
じ
る

二

管
理
人
な
ど
の
、
時
短
を

提
案
し
、
同
額
で
再
契
約
に

応
じ
て
貰
う
。

三

全
部
委
託
は
取
り
止
め
、

設
備
維
持
点
検
業
者
等
、
自

分
達
組
合
員
が
探
し
、
直
接

契
約
す
る
。

四
、
契
約
解
除
し
、
自
主
管
理

と
す
る
。
但
し
、
会
計
出
納

な
ど
の
煩
雑
な
業
務
は
専
門

会
社
に
任
せ
る
。

五
、
管
理
会
社
を
変
更
す
る
。

●
時
代
の
推
移
と
共
に
、
昭
和
、

平
成
の
管
理
方
式
か
ら
、
令
和

の
新
し
い
時
代
の
費
用
対
効
果

も
期
待
出
来
る
最
小
限
の
費
用

を
持
っ
て
、
最
大
限
の
効
果
が

得
ら
れ
る
次
世
代
を
見
据
え
た

創
造
あ
る
管
理
に
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
快
適
な

住
ま
い
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

区
分
所
有
者
が
、
自
分
た
ち
だ

け
で
な
く
将
来
世
代
に
引
継
ぐ

た
め
に
も
、
適
正
な
維
持
管
理

に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価

値
を
生
み
出
す
管
理
組
合
の
取

り
組
み
体
制
が
必
要
で
し
ょ
う
。

●
建
物
に
居
住
す
る
た
め
に
は
、

経
年
劣
化
に
伴
な
い
維
持
、
保

全
、
修
繕
、
改
修
の
修
繕
周
期

を
計
画
し
、
予
算
化
し
て
お
か

な
け
れ
ば
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
し

て
、
一
時
金
を
拠
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

組
合
員
の
自
主
的
、
主
体
的

取
り
組
み
に
よ
り
合
意
形
成
を

諮
り
、
総
体
的
に
一
つ
の
方
向

性
を
見
出
し
て
行
く
事
の
計
画

が
必
要
で
す
。
早
い
段
階
か
ら
、

建
物
を
ど
う
す
る
か
、
建
替
え

る
か
、
１
０
０
年
マ
ン
シ
ョ
ン

に
す
る
か
、
敷
地
売
却
方
向
に

す
る
か
を
「
見
え
る
化
」
す
る

こ
と
で
管
理
の
質
が
高
ま
り
、

組
合
員
相
互
の
快
適
な
住
ま
い

を
構
築
し
て
行
く
事
が
出
来
る

と
考
え
ま
す
。

よ
く
見
聞
き
す
る
有
名
な
こ

と
わ
ざ
に
「
仏
作
っ
て
魂
入
れ

ず
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

元
の
意
味
は
「
仏
像
を
作
っ
て

も
魂
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
単
な

る
木
や
石
と
同
じ
で
あ
る
」
そ

こ
か
ら
転
じ
て
「
せ
っ
か
く
良

い
も
の
を
作
っ
て
も
、
大
事
な

も
の
が
抜
け
落
ち
て
い
れ
ば
、

作
っ
た
努
力
も
む
だ
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

●
今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
、

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推

進
計
画
」
に
「
管
理
計
画
認
定

制
度
」
の
新
制
度
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
が
、
法
律
自
体
の
作

成
は
国
で
す
が
、
実
際
に
法
を

運
用
す
る
の
は
、
市
区
（
町
村

は
都
道
府
県
）
と
な
り
ま
す
。

当
該
制
度
の
運
用
は
、
各
自

治
体
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
推
進
計
画
」
を
作
成
し
た
自

治
体
が
あ
っ
て
も
、
当
認
定
制

度
に
申
請
す
る
、
し
な
い
は
、

管
理
組
合
の
自
由
で
す
。

一
般
的
に
法
律
の
趣
旨
規
定

を
置
く
場
合
、
最
終
的
に
は
、

そ
の
法
律
の
内
容
、
性
格
、
制

定
理
由
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
そ
の
必
要
性
を
判
断
し
て

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
国
は
、
法
改
正
を
し
た
が
、

そ
の
運
用
は
、
各
自
治
体
に
丸

投
げ
し
、
「
裁
量
行
政
に
よ
り
、

お
任
せ
し
ま
す
。
」
と
言
う
制

度
で
す
。
そ
の
裁
量
行
政
に
乗

る
も
見
送
る
も
、
各
管
理
組
合

で
決
め
て
下
さ
い
。
」
ど
ち
ら

で
も
良
い
で
す
よ
。
と
言
う
法

律
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
、
区
分
建
物
の
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
羈
束
行

為
に
よ
り
法
改
正
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
認
定
申
請
条
件
に
及
ば
な

い
、
出
来
な
い
」
マ
ン
シ
ョ
ン

建
物
を
ど
の
様
に
す
る
か
は
、

一
切
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
管
理
計
画
認
定
制
度
」
の

中
に
、
例
え
ば
、
火
災
が
発
生

し
て
も
、
火
災
報
知
器
が
壊
れ

て
、
非
常
通
報
が
発
報
し
な
い

た
め
に
、
煙
に
巻
か
れ
て
逃
げ

遅
れ
、
死
に
至
ら
し
め
る
様
な

事
案
が
あ
っ
て
も
、
認
定
基
準

に
「
消
防
法
の
適
合
要
件
」
は

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
「
認
定

承
認
」
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

建
物
の
中
に
人
が
住
み
、
生

活
す
る
と
言
う
事
は
、
そ
の
専

有
部
分
に
個
人
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
預
け
て
い
る
の
で
す
。

消
防
法
令
に
満
た
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
な
ら
、
法
律
要
件

に
基
づ
き
、
ど
の
様
に
本
法
基

準
を
満
た
さ
せ
る
か
俎
上
に
載

せ
、
住
人
の
安
全
、
安
心
な
暮

ら
し
を
担
保
さ
せ
る
に
、
必
要

な
制
度
を
設
け
る
事
に
法
改
正

の
意
義
が
あ
る
と
認
め
ま
す
。

時
代
の
推
移
に
よ
り
、
社
会

環
境
、
経
済
状
態
も
刻
々
変
化

し
ま
す
。
国
か
ら
目
線
の
一
方

的
な
法
律
改
正
で
は
な
く
、
真

に
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
に
寄
り
添

い
、
現
実
の
実
態
を
踏
ま
え
た

上
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
法
改
正

に
着
手
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

国
は
、
こ
れ
か
ら
、
各
種
法

令
に
満
た
な
い
区
分
建
物
を
ど

う
す
る
か
、
と
言
う
問
題
を
真

摯
に
取
り
組
み
、
本
来
の
機
能

が
果
た
せ
ら
れ
る
様
な
建
物
の

制
度
作
り
の
法
整
備
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
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ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
建
物
の

将
来
設
計
を
考
え
る

仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず

誰
が
魂
入
れ
る
の
で
す
か
？

関
連
法
に
抵
触
す
る
建
物
で
も

認
定
基
準
を
満
た
す
の
？
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謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令

和

五

年

特
定
非
営
利
活
動
法
人

埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(

N
P
O
法
人

埼

管

ネ

ッ

ト

）
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昨
年
暮
れ
の
12
月
27
日
に
右

表
の
支
援
概
要
が
公
表
さ
れ
、

詳
し
い
内
容
は
共
通
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
３
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
す
。

https://jutaku-shoene2023.m
lit.go.

jp/
●
省
エ
ネ
改
修

共
用
部
改
修
の
補
助
対
象
は

区
分
所
有
者
の
合
意
形
成
を
経

て
総
会
決
議
が
必
要
で
あ
り
、

既
に
大
規
模
修
繕
工
事
な
ど
の

検
討
を
具
体
的
に
進
め
て
い
る

管
理
組
合
に
向
け
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
事
業
が

10
年
程
度
続
く
こ
と
が
決
定
で

き
れ
ば
既
存
施
設
の
長
寿
命
化

を
目
指
す
流
れ
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
有

部
の
給
排
水
工
事
が
進
ま
な
い

管
理
組
合
に
と
っ
て
は
令
和
４

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
専
有

部
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る
支

援
事
業
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
専
有
部
の
水
廻
り
の
改
修

に
併
せ
て
個
別
に
共
用
部
の
竪

配
管
の
工
事
を
進
め
る
事
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
で
は
専
有
部
の
給
排

水
配
管
を
規
約
共
用
部
と
し
て

管
理
組
合
工
事
と
し
て
纏
め
て

実
施
す
る
こ
と
を
奨
め
ら
れ
る

場
合
が
多
い
傾
向
で
す
が
、
専

有
部
の
配
管
を
改
修
す
る
た
め

に
は
、
設
備
配
管
工
事
以
外
に

造
作
工
事
費
が
、
そ
の
何
倍
も

掛
か
り
ま
す
。
加
え
て
、
既
に

水
廻
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
終
っ

て
い
る
住
居
に
は
、
相
当
額
の

費
用
返
還
が
発
生
し
ま
す
。

専
有
部
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
は
上
限
30
万
円
／
戸
が
見
込

め
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
給
排

水
工
事
を
促
す
動
機
付
け
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

昨
年
暮
れ
令
和
４
年
12
月
23

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
令
和

５
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
で

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
長
寿
命
化
税

制
が
創
設
さ
れ
ま
れ
ま
し
た
。

ざ
っ
く
り
完
結
に
述
べ
る
と
、

過
去
に
大
規
模
修
繕
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
４
月

１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
の

２
年
間
に
屋
根
・
床
の
防
水
工

事
、
外
壁
塗
装
工
事
を
行
っ
た

10
戸
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

翌
年
の
各
区
分
所
有
者
に
課
さ

れ
る
固
定
資
産
税
額
が
1/6
～
1/2

の
範
囲
内
で
減
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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専
有
部
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援
強
化
へ

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の
３
省
連
携
支
援
事
業

マ
ン
シ
ョ
ン
長
寿
命
化
促
進
税
制
が
創
設

国
土
交
通
省
住
宅
関
連
の
報
道
発
表



マ
ン
シ
ョ
ン
建
物
に
、
何
ら

か
の
瑕
疵
が
あ
り
、
他
人
に
損

害
を
与
え
た
場
合
に
、
原
則
と

し
て
責
任
を
負
う
の
は
工
作
物

の
占
有
者
で
あ
る
が
（
民
法
第

7
1
7
条
1
項
本
文
）
、
工
作

物
の
占
有
者
が
損
害
防
止
の
た

め
に
必
要
な
注
意
義
務
を
果
た

し
て
い
る
場
合
に
は
工
作
物
の

所
有
者
が
賠
償
責
任
を
負
う

（
民
法
第
7
1
7
条1

項
但
書
）

と
あ
り
ま
す
。
区
分
所
有
法
の

場
合
、
建
物
が
専
有
部
分
と
共

用
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
（
区

分
所
有
法
2
条
3
項
・
4
項
）
、

専
有
部
分
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合

に
は
専
有
部
分
の
占
有
者
・
所

有
者
が
責
任
を
負
い
、
共
用
部

分
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
共

用
部
分
の
占
有
者
・
所
有
者
が

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
工
作
物
責
任
と
組
合
員
の
共

用
部
分
瑕
疵
責
任
に
つ
き
、
次

の
様
な
判
決
が
出
て
い
ま
す
。

（
東
京
高
裁
平
成
2
9
年
3
月
15
日
）

「
工
作
物
責
任
に
つ
き
、
管

理
組
合
が
本
件
建
物
の
共
有
部

分
を
占
有
し
て
い
る
事
を
認
め

る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

本
件
建
物
の
共
用
部
分
の
占

有
者
は
、
管
理
組
合
で
は
な
く
、

本
件
建
物
の
区
分
所
有
者
全
員

で
あ
る
。
管
理
組
合
は
区
分
所

有
者
の
団
体
で
あ
り
、
本
件
建

物
を
管
理
し
て
い
る
が
、
管
理

責
任
が
あ
る
所
に
、
占
有
が
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
」
と
し
て

管
理
組
合
の
工
作
物
責
任
を
負

う
事
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

●
区
分
所
有
者
責
任

令
和
２
年
２
月
に
神
奈
川
県

逗
子
市
で
市
道
沿
い
に
あ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
敷
地
内
の
斜
面
が
崩

れ
通
行
中
の
女
子
高
校
生
が
亡

く
な
っ
た
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
で
、
被
害
者
側
の
遺

族
が
「
区
分
所
有
者
側
」
を
過

失
致
死
容
疑
で
告
訴
し
、
損
害

賠
償
請
求
一
億
八
千
万
円
を
請

求
し
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

区
分
所
有
者
の
共
有
に
属
す

る
工
作
物
責
任
を
負
う
の
は
、

管
理
組
合
で
は
な
く
、
全
区
分

所
有
者
と
な
り
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
総
有
説
に
お
い

て
、
団
体
の
財
産
が
形
式
的
に

は
各
構
成
員
（
区
分
所
有
者
）

に
帰
属
し
、
建
物
及
び
敷
地
の

処
分
権
は
区
分
所
有
者
に
あ
る
。

（
形
式
面
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
以
上
の
様
に
事
故

等
が
発
生
し
た
場
合
、
管
理
組

合
で
は
な
く
、
全
区
分
所
有
者

に
、
所
有
者
責
任
が
問
わ
れ
る

事
に
な
り
ま
す
。

所
有
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し

て
い
な
く
て
も
、
不
動
産
登
記

法
第
27
条
・
第
44
条
に
よ
り
、

専
有
部
分
の
処
分
権
が
あ
る
区

分
所
有
者
に
責
任
の
所
在
が
あ

る
事
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

当
法
人
の
団
体
会
員
で
あ
る

「
越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会
」

の
会
員
で
交
流
会
に
参
加
さ
れ
、

「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
河
川
調

節
池
」
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群

に
居
住
し
て
い
る
方
よ
り
、
同

河
川
調
節
池
に
は
、
ゴ
ミ
が
浮

き
、
魚
の
へ
い
死
も
多
く
、
環

境
、
衛
生
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
が
何
と
か
な
ら
な
い
か
、

と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
当

法
人
の
定
款
に
は
「
環
境
の
保

全
を
図
る
活
動
」
が
あ
る
の
で

県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
船
を
出
航
さ

せ
、
水
面
に
浮
遊
し
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
ゴ
ミ
、
へ
い
死
の

魚
を
回
収
す
る
活
動
を
行
う
事

と
し
「
彩
の
国
埼
玉
環
境
大
賞
」

へ
応
募
し
ま
し
た
。
本
法
人
は
、

S
D
G
s
地
球
環
境
問
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
該
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ご
協
力
頂
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
子
供
さ
ん
の

応
募
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
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管
理
組
合
は
「
専
有
部
分
区
分

所
有
者
」
の
集
合
体

日経xTECH 2021.11.11より

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
：

令
和
5
年
2
月
11
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
30

場
所
：

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
室
A

（
越
谷
駅
東
口
駅
前
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
5
階
）

及
び
Z
O
O
M
併
用
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
形
式
に
て
開
催

定
員
：
10
名
、
Z
O
O
M
定
員
10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

講
演
内
容

：
一
部

「
長
期
修
繕
計
画
」
の
作
成
要
領

二
部

居
住
者
名
簿
・
所
有
者
名
簿
の
保
管
要
領

受
講
費
用

：
無
料

申
込
先

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
問
い
合
わ
せ
」
欄
に
「
セ
ミ
ナ
ー

受
講
希
望
」
と
送
信
若
し
く
は
0
4
8-

8
8
7-

9
9
2
1
迄

彩
の
国
埼
玉
県
環
境
大
賞
へ
応
募



第137号 マンション L i f e 2023年1月 発行

8

【事務局からのお詫びと訂正】

マンションLife 2022年7月 第135号に付き

５ページに「マンションアドバイザーを派遣

します。」の案内を掲載しましたが、申請先

を掲載致しませんでしたこと、お詫びと右に

案内を追加掲載させて頂きます。

【埼管ネットでは、随時会員を募集しています】

当会は、「地域社会貢献活動団体」に努め、埼玉県を初め、近隣県において

も幅広く活動しています。組合運営、日頃の生活面に悩みごと、心配ごと等

の相談にも対応しています。

情報交換会等、他の組合はどの様な活動状況なのか、様々な意見交換を行っ

て頂いています。お気軽にお問い合わせ下さい！

問い合せ先：TEL 048-887-9921、或いはURLのお問い合わせフォームより、ご

連絡をお願い致します。URL：https//www.saikan-net.com

メルマガ登録ページ ／ URL：www.mag2.com/0001682307

【マンションLife情報マガジン】

分譲マンションにお住まいの方、

これから分譲マンションに住みた

いという方に暮らしの情報を発信

するメールマガジンです。メール

マガジンを通じて、安心、快適な

住まいのための問題解決のヒント

になるお話が出来ればと考えてい

ます。




